
金属元素分析

金属元素分析において、試料の溶液化は非常に重要な工程です。容量法や分析装置を使用
するほとんどの測定は溶液化した試料にて行います。溶液化が困難な試料を外部汚染させず、
かつ、短時間で、如何に溶液化するかは熟練した分析者の技術となっています。しかし、この技術
は長年の経験と実績が必要とされ、技術の継承が困難な場合も多々あります。マイクロ波試料分解装
置は上記の問題を解決し、高圧、高温条件下の密閉状態で、従来の方法では困難であった試料を溶液化で
きる前処理装置です。さらに、使用する試薬量も削減でき、かつ、省スペース化も図れます。この装置で作製
した溶液試料を高周波誘導結合プラズマ発光分光分析装置(ICP-OES)や原子吸光光度計(AAS)で測定対象の
金属元素を測定することにより、試料中の金属元素を定量します。

前処理から測定までの流れ

溶液化の方法
・マイクロ波試料分解装置
・酸+加熱溶解　・高温灰化+酸溶解
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機器分析

機器分析
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試料
・食品・環境・ポリマー・化粧品・医薬品・地質物質
・化学物質・化石燃料・固形燃料・石油化学物質

金属やさまざまな材料や製品の成分分析をいたします。
分析対象物質中に含まれる元素の種類を特定し、その濃度を求めます。

試料粉砕採取 分解溶液化 濃度測定
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マイクロ波による密閉式分解容器を利用した前処理法は、迅速に試料を溶液化できる手法です。密閉容器内が
高温、高圧条件となることにより、効率的な分解反応が進行し、開放系処理では避けられない分析対象元素の揮
発損失や外部汚染を防止できます。使用する試薬量も削減でき、かつ、省スペース化も図れます。

実際に、マイクロ波試料分解装置を使用して、①C重油、②車のバッテリーリサイクル材を分解した事
例を下記に示します。1回～2回の運転で完全に溶液化できていることが分かります。

試料は黒色粉状。
複数の酸を2回に分けて添加し、分解する。

①① ②②

ご相談に応じ、各種金属元素の定量分析に対応いたします。まずはお気軽にお問い合わせください。
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ご依頼からの流れ

マイクロ波試料分解装置  UltraWAVE

実際の分解・溶液化の例
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